
預
け
て
安
心
！
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

内
容
　
自
筆
証
書
遺
言
書
を
法
務
局
で
保
管

す
る「
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
」が
利
用
で

き
ま
す
。利
用
す
る
に
は
事
前
予
約
お
よ
び
手

数
料
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、法
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、法
務
局
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
長
崎
地
方
法
務
局
諫
早
支
局
　
22・０
４
７
５

パ
ソ
コ
ン
教
室

内
容
　
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
な
ど

日
程
　
毎
週
月・水・木
曜
日（
た
だ
し
、祝
日
は

休
み
）

時
間
　
10
時
〜
12
時（
駐
車
券
あ
り
）

場
所
　
プ
ラ
ッ
ト
お
お
む
ら
４
階

※

週
に
何
度
で
も
受
講
で
き
ま
す
。会
場
へ
直

接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
Ｉ
Ｔ
へ
る
ぷ
　
53・５
３
９
７

県
公
立
大
学
法
人
職
員（
大
学
事
務
）採
用
試
験

試
験
日
程
　
７
月
18
日
㈰

〆
切
　
７
月
６
日
㈫
必
着

●
長
崎
県
立
大
学
　
０
９
５
６・47・２
１
９
１

裁
判
所
職
員
採
用
一
般
職
試
験

試
験
日
程
　
９
月
12
日
㈰

〆
切
　
７
月
９
日
㈮
消
印
有
効

●
長
崎
地
方
裁
判
所
　

　
０
９
５・８
０
４・４
１
１
５

放
送
大
学
学
生
募
集

〆
切
　第
１
回 

8
月
31
日
㈫

※

第
２
回
は
、9
月
1
日
㈬
〜
9
月
14
日
㈫

●
放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　
０
９
５・８
１
３・１
３
１
７

夏
休
み
前
の
求
人
申
し
込
み
に
ご
協
力
を

内
容
　
７
月
中
旬
の
保
護
者
面
談
、夏
休
み
期

間
中
の
職
場
見
学
や
校
内
選
考
を
経
て
、９
月

５
日
か
ら
応
募・推
薦
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。一人

で
も
多
く
の
生
徒
が
、希
望
す
る
地
元
企
業
に

就
職
で
き
る
よ
う
に
、夏
休
み
前
の
求
人
申
し
込

み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
ハロ
ー
ワ
ー
ク
大
村
　
52・8
６
０
９

令
和
４
年
歌
会
始
の
お
題
は「
窓
」で
す

〆
切
　
９
月
30
日
㈭
消
印
有
効

申
込
　
封
筒
に「
詠
進
歌
」と
書
い
て
郵
送

送
付
先
　
〒
１
０
０-

８
１
１
１
宮
内
庁

※

書
式
な
ど
は
、宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
県
秘
書
課
　
０
９
５・８
９
５・２
０
１
５

オール大村でつくる

み
ん
な
の
掲
示
板

長
年
に
わ
た
り
、行
政
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
、地
域
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
行
政
委
員

の
皆
さ
ん
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
送
り
ま
し
た
。

20
年
▼
岩
下
昌
子（
中
央
町
）

15
年
▼
酒
井
勝
利（
水
田
町
）▼
渡
邉
好
之（
桜
馬

場
第
１
）

10
年
▼
福
田
文
夫（
向
木
場
）▼
田
中
増
治（
東
本

町
）▼
小
林
三
千
代（
松
山
団
地
）

５
年
▼
山
𣷹
重
實（
岩
舟
住
宅
）▼
松
添
朝
子（
本

小
路
）▼
片
岡
茂
男（
須
田
ノ
木
）▼
松
尾
孝
俊（
玖

島
第
１
）▼
野
田
慶
治（
本
町
第
２
）▼
阿
野
博
史

（
三
城
第
１
）▼
智
田
博
文（
池
田
新
町
10
区
）▼
佃

明
亜（
乾
馬
場
）▼
武
藤
要（
松
山
町
）▼
辻
政
則

（
竹
松
町
）▼
田
川
政
訓（
橋
本
）

●
地
域
げ
ん
き
課（
内
線
１
８
５
）

行
政
委
員
永
年
勤
続
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
敬
称
略
）

みんなのひろば
オール大村でつくる

▼海のお仕事を体験！▼大村産落花生を増やすため

姉妹都市の秋田県仙北市や兵庫県伊丹市、友好交流都市
の島根県飯南町の特産品などを集めた物産展を大村公園
で開催しました。訪れた人たちは、各地の地酒や特産品な
どを手に取り購入していました。

松原小学校の５・6年生がイカの刺網漁とカサゴの稚魚放流
を体験しました。地元の漁業について知ってもらい、未来の
漁業就業者の確保につなげようと実施。子どもたちは船に乗
り込み、捕れたイカを興味深そうに観察していました。

市内の青年農業者会が取り組む「おおむらゆでピープロジェ
クト」の成果発表会がミライｏｎで開催されました。発表会
では、落花生増産に向けての活動成果や、障害者施設との
「農福連携」の取り組みについて説明していました。

▼秋田や兵庫、島根の特産品がずらり ▼優美なハナショウブでお出迎え

ハナショウブの見ごろにあわせ、長崎空港にミニ花菖蒲園を
設置しました。今年も、大村城南高校の環境デザイン系列の
皆さんが制作。展示期間中、空港の利用者に大村公園内で艶
やかに咲くハナショウブの様子をPRしていました。

5/11

5/19

6/5

6/6

第38回全日本小学生ソフトテニス選手権
大会に出場される、大村なんてジュニアクラ
ブの選手の皆さん。

5/25
がんばってます

ご寄附・ご厚意ありがとうございました〈敬称略〉

市へ（マスク）▶スマートオブジェクト.
光と緑の園へ▶たらみ▶フコク生命諫早営業所　箕望荘へ▶安部元日子　大村子
供の家へ▶日本児童養護施設財団▶九州労働金庫長崎県本部▶長崎県共同募金会
▶柳原久子▶西日本新聞民生事業団▶兵左衛門▶カーブス西諫早▶カーブスまる
たか幸町▶カーブスマックスバリュ長与▶カーブスイオン時津▶ワィ・ティ・エス
▶たらみ　富の原オムズホームへ▶谷山増子▶あじさい会　泉の里へ▶岩崎文雄
▶東健一▶西川武利▶兼俵純子▶福田公人　デイサービスセンターふる里へ▶中
村朱実▶齋藤マサミ▶中村寿美子▶めぐみ会▶囲碁・将棋・麻雀倶楽部

祝１００歳
おめでとうございます

（
敬
称
略
）

▼オオムラザクラの魅力をインクにつめて

石丸文行堂が、いつまでも守りたい長崎の美しい景色をテーマ
にした「長崎美景」シリーズとして、「大村桜レイヤードピンク」
を製作。報告に訪れた石丸社長は、「このシリーズをきっかけ
に、長崎の魅力を全国に知ってもらいたい」と話していました。

5/31

松居　朝子さん
（大正10年6月6日生）

（
敬
称
略
）

▼子どもたちの交通安全を願って

JAながさき県央から、子どもたちの交通事故防止を願って、
市内の小学1年生に黄色い傘が送られました。この傘は、雨
で視界が悪い状況でも、ドライバーに子どもたちが見えやす
いように生地の部分が黄色になっています。

6/8

この事業は海と日本プロジェクトの一環です。この事業は海と日本プロジェクトの一環です。
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